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旧年中は、本校の教育につきまして、ご理解とご尽力を賜りまして誠にありがとうご

ざいました。本年も、よろしくお願いいたします。

昔の人が、歌で「元旦の朝に吹く風は、一夜寝ただけなのに昨夜と比べて、新しさ、す

がすがしさを感じる。」と表現されたように、お会いした人たちから身も心もすがすがし

さを感じます。

本年は、黒荷田小学校にとって創立以来１３４年という、長い歴史の幕を閉じなければ

ならない悲しい年となりました。３月には、ＰＴＡをはじめ地域の皆様には断腸の思いで

このときを迎えられることだと思います。しかし、黒荷田小学校がここにあり、そしてこ

こで学んだという事実は、本校ゆかりの人々の心にいつまでも残り受け継がれていき、永

遠に消えていくことはないと確信いたします。

「子は宝」という言葉があります。「子どもは将来の地域を作る」ということを意味し

ていると思います。そして、「子どもは地域で育つ」とも言われます。そのような意味の

おきましても、たとえ近くに学校がなくなっても地域

の存在は大きいものです。２１世紀に生きる子どもた

ちを育てるには、地域社会と手を携えて進めていって

ほしいものです。 さて、いよいよ本校最後の三学期

が始まりました。新しい年の始まりの１月ですが、子

どもたちは１年のまとめをする３学期です。４月から

の自分自身の学習を振り返り、頑張ったことは何か、

出きるようになったことは何かを確かめるとよいでし

ょう。そして、まだ十分でなかったことに力を入れ、

今の学年の締めくくりをこの３学期でしてほしいもの

です。

３学期は、短いけれどとても大切な学期です。新しい気持ちで、今という一日一日を大

切に、一人一人のめあての実現に向って、元気にスタートしましょう。

1月



３学期の目標
始業式の日、２人の児童が代表して３学期の目標を発表してくれました。

黒荷田ふれあい星祭りへのご協力ありがとうございました

昨年度の「黒荷田ふれあい星祭り」では、準備や
当日の活動等で終日たいへんお世話になりました。
子どもたちも練習の成果を発揮し精一杯の演技を

みせてくれました。
また、昨年にも増して、地域の方々のパワーを感

じました。若者の出し物、婦人会の出し物など水戸
黄門に続き、シリーズ化されるようなすばらしい出
来であったと思います。
そして、当日に至るまでの設営、広報、掲示物、

買い出し、受付などそれぞれの役割を的確に果たし
ていただき本当にありがとうございました。来場者
も昨年よりもかなり多かったようです。

１月の主な行事
８日（木）始業式・身体計測 ９日（金）避難訓練（火災）・下校指導

１３日（火）水質検査 １９日（月）午後：参観日（読み初め）
２４日（土）学校給食展 ２６日（月）給食感謝集会・国際交流学習

三学きがんばりたいこと １年

あけましておめでとうございます。今年もよろしくおねがいします。
きょ年、ぼくは５こがんばったことがあります。ことしもつづけてがんばりたいです。
一つ目はべんきょうです。べんきょうはかん字をがんばりたいです。かん字はむずか

しくてもがんばります。
二つ目はせいりゅうだいこです。せいりゅうだいこでは、シンガポールからきた中学

生にはっぴょうしたり、さんぎょうまつりのときもしました。みんなのまえでもあまり
ドキドキしなくなりました。
三つ目は手つだいです。手つだいはりょうりをしました。りょうりは上手にできまし

た。みんなでたべたらおいしかったです。
四つ目はさとるのおせわです。さとるはいつもなきます。ないたらミルクをのませて

あげます。さとるはつるつるしていてきもちいいです。
五つ目は一りん車です。たいいくのじかんに一学きはたいいくかんで、二学きはそと

でしました。一学きは、かべにつかまりながらしました。二学きはそとにある一りん車
れんしゅうだいをにぎりながらしました。まだ一りん車にのれないけれど、がんばりま
す。（後略）

三学きの目ひょう ３年

二学きのぼくは、あまりがんばったと思うことがありませんでした。だか
ら、ぼくの三学きの目ひょうは三つあります。
一つ目は、しせいです。ぼくは、すぐしせいがくずれます。さいしょは、まっすぐに

しようと気をつけても、とちゅうからすぐしせいがくずれます。お母さんにいつも「し
せいが悪い。」と注意されます。だから、ぼくはこれを三学きの目ひょうの一つ目にし
ました。
二つ目は、整理せいとんです。ぼくはいつも物で遊んだ後、かたづけをしないのでよ

くお父さんに、「こら、遊んだ物はなおさんか。」と言われます。だから、家でも学校
でも整理せいとんに気をつけて身の回りをきれいにしようと思います。
三つ目は、お手つだいです。ぼくは今まであまりお手つだいをしませんでした。とく

に冬はさむいからめんどくさくなってお母さんにたのまれても、ぼくはいつも「やだ
ー。」と言っていました。だから、これからはちゃんとお手つだいをして、お母さんを
助けてあげたいと思います。（後略）


